
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『夏休みの体験を生かして』 

園長併任 後藤 大輔 

 長い夏休みが終わり、２学期が始まりました。今年の夏も非常に暑く、まだまだ厳しい暑さが続いているも

のの、朝や夕方の風に秋の気配が感じられるようになってきました。 

 この長い夏休みの間に子どもたちは海や山などに出かけたり、普段会えない親戚に会ったり、家の中でじっ

くりと興味をもった遊びをしたりと様々な遊びや体験をしていると思います。また、夏ならではの地域のお祭

りにも参加した子もいると思います。西巣鴨小学校の校庭で行われた盆踊りにも参加してくれた子どもたちも

いました。 

 幼稚園教育要領には「遊び」について『幼児の自発的な活動としての遊びは、心身の調和のとれた発達の基

礎を培う重要な学習である』と示されています。また遊ぶことや様々な体験をすること、様々な人と関わり合

うことを通して、幼児に必要な体験を積み重ねていく、とも示されています。 

 夏休みの間は保護者の方々が見守っている中で、子どもたちは様々な活動や体験を重ねてきていると思いま

す。そうした体験の一つ一つが子どもたちにとっての必要な体験の積み重ねであり、２学期の園での活動や遊

びの中にも反映されていくと思います。ですので、園でもそれらの体験や経験を生かして子どもたちの成長に

つながる豊かな活動にしていきたいと思っています。 

夏休みの経験については、子どもたちからも聞いていきますが、保護者の皆様からもぜひお聞かせください。

その話を日々の幼稚園での活動に生かしていくことが園とご家庭との連携であり、子どもたちの成長をさらに

促していくことになります。 

 ２学期には運動会や遠足など、様々な行事や活動もあります。そうした行事や活動も、子どもたちの思いや

願いを生かしながら、一人一人の子どもたちの成長につながるよう充実を図って参ります。２学期もご理解と

ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

西巣鴨幼稚園だより 

にしすようでなにしよう？ 
９月号 

令和７年９月１日発行       豊島区立西巣鴨幼稚園 

園長併任 後 藤 大 輔 

Nishisugamo-k@city.toshima.ed.jp 
 

 

ほし組 

・園生活のリズムを取り戻し、友達と一緒に夏休みの経験を生かした遊びや活動を楽しめるように指

導します。 

・学級でめあてを共有して、アイディアを出し合う楽しさを感じられるようにしていきます。 

９月はこのような指導をします 

※入園をご検討なさっている方の保育参観、施設見学、ご質問・お問い合わせは、随時受け付けて 

います。お気軽にご連絡ください。      【問い合わせ】 ☎ 03-3915-8131 FAX 03-5394-1011 


